
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

B B B 教務・進路・企画研修

A B B 教務・進路・企画研修

A A A 教務・企画研修部

B B B 生徒指導部

B A A 保健厚生部

A B A 保健厚生部

A B A 生徒指導部

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B A 管理職

●特別支援教育の充実 A A A 保健厚生部

・多くの生徒が授業準備をし、予習復習など真
面目に取り組み、自主学習に取り組んでいると
の回答があるのは指導力の賜物であると評価
できる一方で結果として現れているかどうかの
評価指標がないので評価できない。
・教職員には、コーディネーターという役割に加
えて生徒の問いを深める伴走的な関わりを意識
していくことを期待。

学校名 佐賀県立武雄高等学校

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

意見や提言取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果

・計画的に実施されていることは十分に感じられ
たが、発表内容や構成に一定の型が見られる。
・生徒一人一人の独自性や思考の家庭がより
表現される探究に発展することを期待する。
・行政・企業と学校の求めている条件との間に
乖離を感じる。事前打ち合わせがもっと必要。

○生徒の探究力養成 〇各教科や総合的な探究の時間等における探
究活動に培う学力の伸長
・地域や国際社会に解決したい問題があると思う
生徒の割合…70%以上
・探究活動の基本的なスタイルを理解していると
思う生徒の割合…70%以上

・各教科の学習内容が現代社会とどのようにつながっ
ているのか主体的に意識できるよう指導改善を図る。
・探究活動に関する講義や実践をとおして探究の基本
型（課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現）の理
解と習得を図る。

・地域や国際社会の問題に対する関心は高いと言
えるが、探究活動の進め方の理解が不十分で、成
果に深みがない。教科との連携強化が必要。
・３年生の学校推薦型選抜や総合型選抜の指導に
おいて、探究活動が一定の成果を上げていることが
確認できる。

・地域や国際社会に解決したい問題があると思う生
徒の割合は68.5％で目標値をやや下回った。探究
活動の基本的なスタイルを理解していると思う生徒
の割合84.6％と目標値の達成ができた。
・「探究Ⅱ」や校外活動への熱心な取り組みは見ら
れた。今後は教科との連携と体制の見直しが課題
と考える。

・一般企業や大学などの協力で、昨年以上に生徒
へのサポートが出来た。今後はより効率的にこれを
行う体制を作りたい。
・授業参観・教科研修会は例年並みにできたと思う
が、６年間の指導のあり方についてより腰を据えた
議論の場が必要。
・学校訪問の企画や進路検討会等を通じて、教科
指導力を高めるとともに、生徒支援体制の充実を
図った。

・各教科等の授業において探究的な活動を仕組む
ことができた教員の割合が56.8%、総合的な探究の
時間等において生徒を主体とした学びの支援がで
きた教員の割合が64％と目標を下回った。
・81.7%の生徒が自主的に学習や探究に取り組んで
いると答えており、目標値は達成されたと考える。
・一般企業や大学などの協力で、昨年以上に生徒
へのサポートができた。
・授業参観・教科研修会は例年並みにできた。

●学力の向上
〇教職員の指導力向上 〇生徒を主体とした適切な指導の実施状況

・各教科等の授業において探究的な活動を仕組
むことができた教員の割合…70%以上
・総合的な探究の時間等において生徒を主体と
した学びの支援ができた教員の割合…70%以上
〇教職員の授業力向上
・学校生活・授業評価アンケートにおいて「授業
の説明や、板書・電子黒板での説明は分かりや
すい」と答える生徒の割合…80％以上

・各教科等の時間において定期的に探究的な活動を
配置することにより基礎学力の必要性を実感させる。
・総合的な探究の時間等において生徒の問題意識に
寄り添いながらコーディネーターとして伴走的な支援を
継続する。
・教科会議や参観授業、校外研修などを行い、教職員
の授業力向上を図る。

・交通講話やHR、集会等で自転車マナーについて
話をしたり、警察と連携し街頭指導を行ったきたが、
今年度は自動車と自転車の接触事故が1件であっ
た。
・防犯意識についても、声掛け・痴漢などの事案を
その都度提供し、注意喚起に努めた。
・SNS等でのトラブルは、今年度は0件であった。

・学校での様子やアンケートからも生徒が適切
に社会規範や交通ルールを守って過ごしている
ことがわかる。実質的な安全訓練（避難訓練等）
は生徒の主体的な活動として実施報告をしてほ
しい。

・体制づくり、会合等の開催を適切に実行してい
ると思われる。
・SCへの相談内容は、進路に関する不安も想
定されるため、学習面と心理面の両面からの支
援の連携を期待する。

・30日以上の欠席者は昨年度より減少。
・スクールカウンセラー利用を積極的に呼びかけ、
不安を抱えている生徒への対応を充実させた。職
員会議での生徒情報共有により、欠席の多い生徒
や特別な配慮が必要な生徒の情報共有ができた。

・11月で30日以上の欠席者は各学年数名程度い
る。
・スクールカウンセラーの利用生徒が多く、それ以
外でも学年や教育相談でも積極的にかかわってい
る状況である。

・集会やＨＲ、交通安全講話を通し、自転車の
マナーについて話をした。警察と連携し、街頭
指導を行った。
・ＳＮＳ等でのトラブルは、今のところ報告はな
い。

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

○ホームルーム活動や校外活動・校外活動への
参加状況
・校外活動に参加した1・2年の割合…50％以上
・人権教育の全体教育に基づいて授業（人権・情
報モラル）を行った教員の割合…80%以上

・ホームルーム活動の時間に具体的なテーマを設定し
てクラス討議を行う。
・校内外の体験活動の意義を明確にし、関連する情報
を提供して、生徒の参加意欲を引き出す。

・生徒の校外活動への参加意識は高い。今年
は難度の高い海外研修への参加希望もあっ
た。
・教員は人権教育への意識を持って授業を
行っている。

・校外活動に参加した生徒の割合は41.2%で目
標には達しなかったが、意欲の高さは感じた。
・教員は人権教育の全体計画に基づいて授業
を行うことができた。

・アンケートの結果からも、生徒達が自主的に
生活習慣や学習習慣に取り組もうとする意識が
伺える。
・健診後の受診状況なども把握されていれば、
取り組みの実効性がより明確になると感じた。

・暴言等が無いよう、教職員には改めて言語化
に対する意識を高めてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○いじめ見逃しゼロに向けた取り組み
・いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等
のための取組、事案対処等）について組織的対
応ができていると回答した教員の割合…80％以
上

・学校行事や部活動において、生徒自身が集団との一
体感を持てる取組を工夫し、共感的風土を醸成する。
・「いじめはどの学級でも、どの生徒にも起こり得る」と
いう視点を常にもち、日々の観察、学校生活アンケート
の活用、面談等により、いじめの早期発見を心掛け、
いじめが認知された時は組織として迅速かつ厳正に対
応する。
・心の教育を通して思いやりの心を育成する。

・いじめアンケートを１学期と２学期に行い、気
になる生徒については担任、学年主任で面談
を行い、内容の把握に努めた。２学期は、校内
いじめ対策委員会を開催し、今後の対応等に
ついて協議した。

・いじめ防止等について組織的対応ができていると
回答した教員の割合は86.5％であった。
・いじめアンケートを1学期と2学期に行い、気になる
生徒については、担任、学年主任で面談を行い、内
容の把握に努め、校内いじめ対策委員会で、今後
の対応について協議した。今年度のいじめ認知事
案は4件となっている。

・早期発見・早期対応の体制整備が図られてい
ると理解した。引き続き、予防的視点を含めた
継続的な取り組みを期待。
・生徒が生活等の問題に直面した際、思い通り
にいかないことをどのように消化し、向き合って
いくのか学べるような声掛けを心がけてほしい。

・健診の結果、受診勧告を配布するとともに、要精
密になった生徒などには個別指導を行い受診を促
した。また、classiにて食育コーナーを入れた保健だ
よりを配信した。
・健康によい食事をしている生徒は９８％であった。

・健診結果を速やかに配布し、要精密対象者につ
いて個別指導を行い受診へつなぐことができた。
歯科・眼科の受診率は目標を下回った。
・生徒の関心を引くような保健だよりを作成し、保健
教育に取り組んだ。また、食育コーナーを充実さ
せ、意識向上を図った。健康に良い食事をしている
生徒の目標は達成できた。

●心の教育

〇教育相談体制の充実 ・ＳＣの活用や教育相談、特別支援教育を通して職員
間の共通理解を図り、生徒が円滑に学校生活を送るこ
とができる方策を図る。
・生徒の困り感に寄り添いながら教室に入れない生徒
の支援を行う。

○SCの積極的活用等、教育相談の充実
・年間30日以上の欠席者数各学年5名以下
〇生徒が授業に行けるようになることを目標とし
た支援と配慮の充実

●健康・体つくり
●安全に関する資質・能力の育成 ●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

〇規則の遵守、防犯・交通安全に関する講演会
を実施し意識を高める。
〇加害としての交通事故件数０（ゼロ）

・日々のホームルームや集会等を利用して、道徳やマ
ナー・交通安全・情報モラル・人権意識等について講
演等を実施する。
・高校生としてふさわしい身なりを意識づけ、生活上の
ルールの遵守に努める。
・警察や県生徒指導連盟からの情報提供を参考にプリ
ント・ポスター等で防犯意識を高める。

○特別支援教育に関する専門性が向上したと回
答した教員90％以上

・特別支援教育に関する研修会を年に１回以上実施す
る。
・ケース会議の開催、関係者間での情報共有の場を設
ける。

●望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成

●健康によい食事をしている生徒を90％以上に
する。
○健康診断を有効活用し、健康意識の向上を図
る。特に歯科・眼科の受診率…35％以上

・健康診断後の治療勧告書や、保健だより、食育コー
ナー等の情報を発信する。
・保健だより等をとおして、食事・運動・睡眠は健康の
ために大切であるという意識の向上を図る。
・部活動に加入させ、心身の健全な発達を促す。
・学校全体で私物ゴミの持ち帰りに取り組み、環境保
全の意識を育てる。

・目標に対する具体的な結果数値が共有される
ことで、成果がより明確になると感じた。
・報告からは適切に行われていると思われる。

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日を週に1日、学校閉庁日を長期休業中に
設定し、年休や休暇取得を奨励する。
・部活動休養日の設定及び顧問が交代で部活動指導
を行うことによって、時間外勤務の削減を図る。
・ICTを活用し、業務の効率化に向けた体制づくりを行
う。

・夏季休暇の取得状況は95％の職員が取得
済、年休の平均取得日数は8日となった。
・時間外在校等時間が毎月前年度よりも少なく
なり、時間外勤務の削減ができている。
・自動採点ソフトを効果的に使用できている。

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職
員の割合35.1％（昨年より５％減少）であった。
・学校閉庁日を９日間設定した。
・部活動休養日を週２日以上の設定できたの
は74％であった。

・自動採点ソフトの活用による改善がみられる。
・教職員一人ひとりの業務効率化や意識の変化
について、どのような取組がなされているか関
心がある。
・報告された数値からは適切な休暇休養を取得
していると思われる。

○特別支援教育に関する教員の専門
性と意識の向上

・職員研修会は６月に実施した。
・必要に応じてケース会議を行い、情報共有してい
く。

・職員研修を実施し、誰もが学びやすい環境づくり
についての職員の意識向上を図った。必要に応じ
てケース会議を行い、情報共有を図ることで学校全
体として対応できるようにしている。

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

〇 西部地区唯一の県立中高一貫教育校として、６年間を見据えたカリキュラムに基づく教育実践を更に充実させる。

〇 自治体との連携等による探究を中核とした学びを一層推進し、これからの時代を生き抜く資質・能力を涵養し、地域や国際社会が抱える課題の解決に対

して主体的に行動できる人材を育成する。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

・学力の向上については、地域や国際社会の問題に対する関心が高まり、探究活動に対する意識が前向きに変化した。

・業務改善・教職員の働き方改革については、目標達成ができなかった。より効果的な取り組みや学校行事の精選等だ

けでなく、稼業日以外の業務に対しても働き方の意識改革を推進していきたい。

３ スクール・ポリ

シー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

① 進路希望の達成に向け、基本的な生活習慣と学習習慣を身につけ、学

校生活を大切にし、真剣に学ぶ意欲を継続的に持とうとする生徒を求め

ます。

② 質の高い文武両道の実現という本校の伝統を大切にし、学業及び課外

活動に対し主体的・積極的に取り組み、自己の向上を図ろうとする生徒

を求めます。

③ 社会や他者との関係を考えながら、目標を持って、自分の言葉で考え、

自分の判断に責任を持ち、主体的に行動し、謙虚に内省しようとする人

を求めます。

① 問題を見出し解決しようと試行錯誤する過程において自分の考えを

形成し、協働しながら新しい意味や価値を創造する「探究」を中核と

した6 年間の教育活動を推進します。

② 各教科や総合的な探究の時間、ロングホームルーム、様々な課外活

動においてたくさんのTry＆Error を体験しながらしなやかで逞しい

自己調整力・自己回復力を養います。

③ 学問的な面白さに誘う学習過程、習得した知識を活用し考えさせる

学習過程、「なぜ（Why）」と「どのように（How）」を大切にし

た学習過程を実践します。

① 「確かな知識」、「幅広い常識」、「温かな良識」、「鋭い見

識」に基づいて自分なりのものの見方をもち行動できる力を育成しま

す。

② 高い志を持ち、先を見とおしながら主体的・自主的に何度でも挑

戦し、その取組に対して自分の言葉で振り返ることができる力を育成

します。

③ 自分の個性や強みを生かすとともに、多様な考えを尊重しながら、

他者と協働して課題解決に向けて取り組むことができる力を育成しま

す。

４ 本年度の重点目標

① 生徒の自主性・主体性を育む教育活動を推進する。

ア 生徒主体の教育活動 (学校行事・部活動等)を推進する。

イ 各教科等において生徒指導の3機能(自己決定の場・自己存在感・共感的な人間関係)

を踏まえた授業を実践する。

② 探究する力の育成を中核に据えた教育活動を推進する。

ア 総合的な探究の時間等を中心として探究の基本スタイルを習得させる。

イ 外部機関等と連携した取組への積極的参加を促し探究力を向上させる。

③ 全教職員による学校課題の解決に向けた共通理解と共通実践を推進する。

ア 大学入試共通テストや個別大学試験に対応できる授業力を磨くための授業研究を推

進する。

イ 広報活動への意識を持ち、当事者として中学生に選ばれる学校教育活動に協働して

取り組む。

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である



様式１（高等学校）
（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

進路・企画研修部

・探究活動では、生徒が主体的に課題を設定し、フィールドワークや外部機関との連携を通して多面的に考察する姿が見られるなど、一定の成果が認められた。一方で、成果発表においては、探究の過程を十分に伝えきれないなど課題が見られた。今後は、プレゼンテーション力を上げる指導や振りかえりの充実が求められる。
・働き方改革においては、ペーパレス化やICTを活用した業務効率化が進んだことにより、教職員の時間外在校等時間を一定程度削減することができた。次年度は年次有給休暇の取得促進を目指し、休暇を取得しやすい業務体制づくりを目指す。
・唯一無二の学校づくりに向けた取組については、地域と共に学ぶ活動や、ICTを活用した授業改善、さらに生徒が主体となって活動する学校行事や探究活動の充実により、本校ならではの教育の姿が徐々に形になりつつある。次年度は地域資源を活かした学びや外部との連携を広げ、今年度以上に生徒が自ら考え、挑戦し、社会へ発信
していく力の育成を目指す。

B

・体験入学で1.2倍近い志願者が、出願時に1.06
倍になっていることは残念。
・HPに限らず、中学生や保護者がどのような
ツールで情報収集しているかリサーチする必要
がある。

教務部

・キャリア講演会や学問学習会などは、生徒の
意識高揚に大いに効果があったものと考える。
進路講演会等で、イエール大学や東京大学な
どの講師との交流を通じて、生徒の意識を高め
る支援を実施した。

A

A

・自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合が72%で目標値をやや下回ったが、職
員の割合は92％と目標値を達成した。
・「武雄市まちづくり参画事業」は武雄市の協力
のもと立派な成果を挙げることが出来た。

A

・国際教育講演会、進路講演会、探究Ⅱの共働学
習をとおして社会と自分との関係について考え、主
体的な進路選択、将来設計につなげることができて
いると考える。自主的に学習や探究に取り組んでい
る生徒の割合も81.7%で、目標値を達成している。

B

・学校としての取組が丁寧に整理され、一定の
成果が表れている。生徒個々の視点や挑戦の
プロセスがより前面に出ると「唯一無二」の魅力
が更に伝わると感じた。
・多くの生徒が参加できる環境を整備することは
できたと考える。

企画研修部

○広報活動の充実と志願者の増加 ○体験入学の参加者を募集定員の180％以上
○第2回進路希望調査での志願倍率…1.1倍以
上

・「武雄高校だより」を定期的に発行するなど、ホーム
ページの充実を図る。

A

・体験入学の参加生徒数は224名であり、募集
定員120名に対し、186％であった。
・10月時点での進路希望状況調査において
1.19倍であった。

Ａ

・体験入学の参加生徒数は224名であり、募集定員
120名に対し、186％であった。
・10月時点での進路希望状況調査において1.19倍
であったが、一般選抜の出願は117名に対し122名
であった。

★実践的・体験的な活動の充実と県
内外への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合を78％以上、教職員の割合を85％以上

・武雄市市民協働課のコーディネーターと連携し、まち
づくり事業を進展させて地域との協働活動に取り組
み、実践的な活動を通して地域課題の解決に貢献し、
その成果を発表する。
・上記の成果について、生徒・職員にアンケート調査を
行い、改善を図る。

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

◎志を高める教育 ○社会や他者との関係を考えながら、目標を
持って、自分の判断に責任を持ち、主体的に行
動できた生徒の割合…70％以上

・キャリア教育講演会、進路講演会、探究Ⅱの共働学
習をとおして社会と自分との関係について考え、主体
的な進路選択、将来設計を行う機会を設ける。

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

A

・中学生に薦めたいと回答した生徒が少ない。
もっと自信を持てるように生徒の主体性を活か
してほしい。
・生徒の多様性を踏まえ、身近なロールモデル
や挫折体験を経た事例に触れる機会があると
自分事として捉えやすいのではないか。

A

・今年は「武雄市まちづくり参画事業」希望者が
120名と多かったが、市の受け入れ態勢が整っ
ており、生徒は良い経験をさせてもらった。来
年以降も希望者増加が懸念されるので、やり
方を再考する必要がある。


